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只
見
小
学
校
（
髙
橋
吉
博
校

長
）
の
教
育
研
究
が
、
福
島
県

教
育
委
員
会
主
催
の
平
成
２２
年

度
福
島
県
教
職
員
研
究
論
文
で

特
選
と
な
り
ま
し
た
。
特
選
は

県
内
で
も
特
に
優
れ
た
団
体
２

校
、
個
人
２
名
が
受
賞
、
只
見

小
学
校
は
団
体
の
部
門
で
選
ば

れ
ま
し
た
。

只
見
小
学
校
は
、
国
語
科
を

研
究
主
題
と
し
、テ
ー
マ
の「
子

ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
高
め
る
指
導
」
に
つ
い

て
研
究
実
践
さ
れ
、
児
童
の
自

力
解
決
の
時
間
を
「
ひ
ら
め
き

タ
イ
ム
」
と
し
て
全
学
年
に
設

定
、
個
々
の
考
え
を
も
つ
た
め

の
時
間
と
場
の
確
保
に
努
め
、

ま
た
少
人
数
で
考
え
を
交
流
す

る
場
「
フ
レ
ン
ド
タ
イ
ム
」
を

設
定
し
、
児
童
の
考
え
の
相
違

点
や
共
通
点
を
確
認
し
た
り
自

分
の
考
え
に
自
信
を
も
た
せ
た

り
す
る
活
動
を
展
開
さ
れ
ま
し

た
。さ

ら
に
話
し
た
り
聞
い
た
り

す
る
た
め
の
相
手
へ
の
思
い
や

り
の
心
を
育
て
、
豊
か
な
人
間

関
係
を
育
む
教
育
活
動
も
展
開

さ
れ
る
な
ど
、
児
童
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向
上
し

た
各
種
活
動
の
成
果
が
高
く
評

価
さ
れ
、
昨
年
の
入
選
に
続
く

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

▲賞状を手にする髙橋校長と目黒町長（右）と齋藤教育長（左）

▲学力向上について話し合われた拡大校長会 ▲新教育委員に就任された小沼一弘さん
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町
内
拡
大
校
長
会

学
力
向
上
の
取
り
組
み
強
化
を
考
え
る

１２
月
定
例
議
会
に
お
い
て
教
育
委

員
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
が
な
さ
れ

ま
し
た
。
新
教
育
委
員
に
は
、
１２
月

２５
日
付
け
で
小
沼
一
弘
さ
ん（
５９
歳
・

只
見
）
が
就
任
し
ま
し
た
。

小
沼
さ
ん
の
任
期
は
、
平
成
２２
年

１２
月
２５
日
か
ら
平
成
２６
年
１２
月
２４
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

就
任
に
あ
た
っ
て
小
沼
さ
ん
は
、

「
只
見
町
の
教
育
発
展
の
た
め
に
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
抱
負
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

１２
月
１
日
に
教
育
委
員
会
で
拡
大

校
長
会
が
開
か
れ
、
町
内
保
育
所
長

か
ら
小
・
中
学
校
長
、
只
見
高
等
学

校
長
が
出
席
し
、
教
育
長
は
じ
め
教

育
委
員
会
事
務
局
職
員
と
、
今
年
度

の
学
力
向
上
の
取
り
組
み
と
課
題
に

つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、教
師
の
指
導
力
向
上
、

家
庭
学
習
の
工
夫
、
定
期
的
な
到
達

確
認
テ
ス
ト
な
ど
で
学
習
の
定
着
状

況
を
常
に
把
握
、
保
護
者
の
意
識
の

啓
蒙
を
図
る
、
読
書
の
重
要
性
の
確

認
、
特
に
、
読
書
の
習
慣
づ
け
に
つ

い
て
は
保
育
所
か
ら
行
う
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、
共
通
認
識
を
持
ち
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

元町議会議長の（故）本名清紀さんへの旭
日単光章の伝達式が、１２月８日に只見町黒谷
の自宅で行われました。目黒町長から勲記、
勲章などが（故）本名清紀さんのご遺族、本
名保美さんに手渡されました。

本名清紀さんは、昭和４７年４月に只見町議
会議員に初当選され、平成４年４月までの通算
５期２０年間在職されました。その間、町議会
議長や副議長をはじめ、文教厚生常任委員長、
土木常任委員会副委員長を務められ、只見町
議会及び地方自治の発展、町の振興に誠実な
姿勢をもって尽くされました。

また、町森林組合理事や副組合長として森
林事業の振興や向上にも貢献されました。

叙　　勲

▲勲記を受ける本名保美さん

只
見
小
学
校
が
福
島
県
教
職
員
研
究
論
文
で
特
選

教
育
委
員
に
辞
令
交
付

（故）本名清紀さんに旭日単光章

ニュース&フラッシュ
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▲農具について説明されるフランソワ・シゴー氏

▲最優秀賞を受賞された梁取竹子さん

講
師
に
元
フ
ラ
ン
ス
社
会
科

学
高
等
研
究
院
教
授
の
フ
ラ
ン

ソ
ワ
・
シ
ゴ
ー
氏
と
、
神
奈
川

大
学
特
別
招
聘
教
授
・
日
本
常

民
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
の

川
田
順
造
氏
を
迎
え
、
特
別
講

演
会
が
１２
月
１０
日
、
季
の
郷
湯

ら
里
で
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら

約
７０
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
「
道
具
・
民
具
が
語

る
人
類
文
化
」
と
題
し
、
川
田

氏
が
講
演
、
使
う
人
の
体
形
や

生
活
環
境
の
違
い
で
道
具
も
進

化
す
る
こ
と
な
ど
、
フ
ラ
ン
ス

や
ア
フ
リ
カ
、
日
本
な
ど
の
道

具
の
違
い
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
フ
ラ
ン
ソ
ワ
氏
は「
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
文
化
か
ら
見
た
只
見

の
自
然
と
文
化
」
に
つ
い
て
講

演
、
農
具
の
カ
マ
を
例
に
、
日

本
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ラ
ン
ス

な
ど
の
使
い
方
や
形
の
違
い
を

解
説
、
ま
た
農
民
自
ら
が
情
報

を
収
集
し
調
査
研
究
さ
れ
た
只

見
方
式
の
民
具
整
理
は
他
に
例

が
な
く
本
当
に
す
ば
ら
し
い
活

動
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
只
見
の

民
具
は
モ
デ
ル
的
存
在
と
し
て

研
究
者
に
注
目
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

南
会
津
消
防
設
備
協
会
と
南
会
津

地
方
広
域
消
防
本
部
が
募
集
し
た
第

２８
回
南
会
津
地
方
統
一
防
火
標
語
コ

ン
ク
ー
ル
で
、
梁
取
竹
子
さ
ん
（
大

倉
）
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

表
彰
式
は
１２
月
１５
日
に
南
会
津
地

方
広
域
消
防
本
部
（
南
会
津
町
）
で

行
わ
れ
盾
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

梁
取
さ
ん
の
標
語
は
今
後
一
年
間
、

防
火
ポ
ス
タ
ー
な
ど
に
使
用
さ
れ
ま

す
。
只
見
町
か
ら
は
４
名
の
方
が
優

秀
賞
に
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
作
品
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
最
優
秀
賞
】

「
あ
ぶ
な
い
よ
！！

消
し
た
つ
も
り
の　

そ
の
油
断
」

梁
取
竹
子
さ
ん
（
大
倉
）

【
優
秀
賞
】

「
火
遊
び
は　

し
ま
い
さ
せ
ま
い　

誘
う
ま
い
」

星
智
恵
子
さ
ん
（
小
林
）

「
つ
な
ご
う
よ　

心
ひ
と
つ
に　

防
火
の
輪
」

栗
城
勝
子
さ
ん
（
只
見
）

「
最
後
ま
で　

そ
の
火
の
始
末　

し
っ
か
り
と
」

菅
家
ミ
ヨ
子
さ
ん
（
只
見
）

「
警
報
器　我

が
家
の
安
心　

み
は
り
役
」

山
内
美
代
子
さ
ん
（
梁
取
）
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特
別
講
演
会

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
か
ら
見
た
只
見
の
自
然
と
文
化

第
２８
回
南
会
津
地
方
統
一
防
火
標
語
で
梁
取
竹
子
さ
ん
が
最
優
秀
賞

人権擁護委員に山内妙子さん

「雪むすめ」に委嘱状交付

平成２３年１月１日付けで山内
妙子さん（梁取）が、只見町
担当の人権擁護委員として
法務大臣の委嘱を受けまし
た。
人権擁護委員は全国の市町
村に配置され、地域の中で
人権思想を広め、人権侵害

が起きないように見守り、人権を擁護する取り組み
を行います。住民の皆さんにとって、人権に関する
一番身近な相談相手となる人です。
只見町では、山内さんのほかに菅家達朗さん（黒谷）、
藤田節子さん（只見）も人権擁護委員の委嘱を受け
て活動しています。

　第３９回只見ふるさと
の雪まつりを盛り上げ
てくれる「雪むすめ」２
名が決定し、１２月２１日
に目黒町長から委嘱状
が手渡されました。
　今年の「雪むすめ」
は「五十嵐舞さん（黒
谷）」と「目黒里美さん

（熊倉）」です。二人と
も「雪まつりの魅力を
伝えられるよう頑張り
ます」と笑顔で話しま
した。よろしくお願い
します。 ▲五十嵐さん（左）と目黒さん（右）


